


















削除されているが）「神、仏、阿弥陀および釈迦」（CAMES, FOTOQVES, AMIDA 
ET XACA）という文字が彫られていた。先の二人の教皇のような「対話者」で
はなく「征服者」としての教会を象徴している。この彫刻が置かれた教会は、
ローマにあるジェズ教会、イエズス会の総本山である。「大航海時代」のはじま
り以降、ヨーロッパがグローバル化を推進していく中で、イエズス会士をはじめ
とする宣教師たちは、「戦う教会」の先兵として、発見されたばかりのアジアや
アメリカ大陸の先住民たちにキリストの福音を伝えた。時には暴力に訴えること
さえ辞さずに、彼らはこの仕事に邁進した。
　この約400年の間に、キリスト教はヨーロッパの外に大勢の信者を獲得した。
現在全世界のキリスト教徒は22億人、うち11億人がカトリック教徒である。先に
我々が垣間見た教会の二つの顔は、一見対照的に見えながらも、同じ一つの意志
の表現である。すなわち、新たなる信者の獲得であり、教会はこれを時には対
話、時には征服を通じて実現してきた。一体なぜキリスト教は、このグローバリ
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ズムの時代において、かくも大きな成功を収めることができたのか。キリスト教
がヨーロッパのみならず非ヨーロッパ世界にも拡大し、現在も受け入れられてい
るのはなぜか。本論文では、この大きな問題を考察するための材料として、「グ
ローバリズムとキリスト教」の歴史の最初期である、16・17世紀の宣教師たちの
活動、彼らと先住民であるインディオ、そして日本人との関係について述べる。
１．魂の征服者／救済者としての宣教師たち
１－１：宗教改革とキリスト教布教
　1534年８月15日、パリのモンマルトルの丘の聖堂で、イグナティウス・ロヨラ
とフランシスコ・ザビエルをはじめとする７人の人物が、「清貧」「貞潔」「聖地
イェルサレム巡礼」を誓い合った（2）。こうして結成されたイエズス会は、1540年
に教皇パウルス３世の公認を受け、正式に発足する。翌年にはロヨラが初代総長
に選出された。
　「我々は特別の請願によって、魂の進歩と信仰の拡大にかかわるかぎり、現在
そして未来のローマ教皇の命令を残らず実行する義務を負う。また、我々は命令
を受けた以上、逃げ口上や言い訳を口にせず、ローマ教皇が我々を派遣すると選
んだいかなる土地へも赴く義務を負う。教皇が喜んで派遣してくださるのなら、
我々はトルコ人をはじめとする邪教徒の土地にも出向く。インド諸国と呼ばれる
異郷の地にさえ出かけてゆく。あらゆる異端派を厭わず、教会分立論者の土地へ
も、そして信仰心の篤い者たちの土地へも行くであろう。」（3）
　1550年の「イエズス会会憲」の一部である。この戦闘的な規則は、宗教団体で
はなく軍隊にこそ相応しい。ロヨラはかつてスペイン国王に仕える軍人であり、
イエズス会士はイエス・キリストを最高司令官として奉じ、ローマ教皇に対する
絶対的な服従を命じられた。彼らキリストの兵士たちは、教皇の命令とあらば世
界中のあらゆる場所で、「魂の征服」を遂行する。ロヨラ自身、「私の意図すると
ころは異教の地をことごとく征服することである」と語っている（4）。冒頭に紹介
した彫刻が紹介する精神は、正に彼らにこそ相応しい。
　ヨーロッパのキリスト教の歴史の中で数々の修道会が設立されてきたが、イエ
ズス会は「海外布教」をその活動の中核に据えた最初の修道会である。宣教師た
ちを遠いアジアやアメリカ大陸における「魂の征服」に駆り立てた情熱は、当
時のヨーロッパの状況に由来する。1517年、マルティン・ルターが「95か条の
論題」を発表し、宗教改革がはじまった。これまで一つの「キリスト教共同体」
（corpus christianum）を構成した信者たちは、以後カトリックとプロテスタントに
二分された。ルター派やカルヴァン派、イギリス国教会などに分かれ、教義も異
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なるプロテスタント諸派は、ローマ教皇の権威の否定という一点において共通し
ている。こうして、ローマ教皇の権威の及ぶ範囲は大幅に縮小された。
　1585年に後述する天正遣欧使節を謁見した教皇グレゴリウス13世は、「心を打
たれて、滝のように涙を流した」（5）。この理由について、当時の報告書「聖なる
教皇グレゴリウスが日本からの使者に与えた公開枢機卿会議の報告」は、以下の
ように記している。
　「かの教皇大グレゴリウスが、その努力によって、ブリタニアをその懐におさ
められたのでありますが、そのとき得たものは今や失われました。しかし、ごら
んください。いまやここに新しいグレゴリウスがあらわれ、その御努力の結果、
いまや地球の周りをすべて回らなければ行けないほど遠く離れた国が改宗しまし
た。これらはわれわれが失ったものがいかに多くありましょうとも、それを補って
あまりあるものであります。かくて苦しみと涙は悦びに変わるのであります。」（6）
　報告書はイングランド宗教改革という事件を引き合いに出しつつ、新しいグレ
ゴリウスであるグレゴリウス13世にとって、日本─これにアジアとアメリカ大陸
が続くだろう─で獲得されたキリシタンたちの魂が、ヨーロッパのプロテスタン
トたちの魂の損失の賠償であったことを述べている。これが、教皇が４人の日本
人少年たちを前にして涙を流した理由であった。宗教改革がなければ、この教皇
の情熱も感激の涙もなかったであろう。
　もっともこの「魂の征服」は、ローマ教皇を頂点とする「戦う教会」の、純粋
に戦略的な観点のみから推し進められたわけではない。カトリックの聖職者たち
は、宗教改革後のヨーロッパの教会の現状に絶望していた。この絶望が深ければ
深いほど、新天地に対する希望が高まった。例えば、アメリカ大陸に渡った宣教
師バスコ・デ・キロガは、宗教改革後の現在が、ヨーロッパ人の堕落の時代、し
かしインディオにとっては「黄金時代」であると考えていた。また別のドミニコ
会士は、ヨーロッパの教会が終焉を迎えたこと、インディオが神の選民であるこ
と、彼らの新しい教会が1000年の間続くであろうことを、固く信じていた（7）。
１－２：先住民の「魂の救済」を願う宣教師
　宗教改革が、カトリックの宣教師たちを新天地での「魂の征服」に向かわせた
ことは間違いない。しかし、このヨーロッパ内の「お家事情」だけがカトリック
の海外布教の原動力ではなかった。宣教師たちは、インディオや日本人の「魂の
救済」を心底願っていた。
　フランシスコ・ザビエルは、日本布教を終えた直後に書いた書簡の中で、非キ
リスト教徒として死んだ先祖たちの魂の救済を願う日本人たちについて同情的に
記している。洗礼を受けずに死んだ彼らの父母や妻子、先祖たちは地獄におり、
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喜捨や祈りによっても決して救われることがない。このことを知り、絶望して涙
を流す彼らを見て、ザビエルは「悲しい気持ち」になった（8）。しかしこの悲しみ
を乗り越えて、ザビエルは日本人の魂の救済のために厳しい「真実」を伝えた。
日本人たちが、この厳しい「真実」にもかかわらずキリスト教信仰を棄てなかっ
たとすれば、彼らはザビエルの「悲しみ」と彼らの「魂の救済」を願う熱意と誠
意を理解したのであろう。
　一方、17世紀初頭にかつてのインカ帝国の領土に派遣された偶像崇拝根絶巡察
使エルナンド・デ・アベンダーニョは、先住民に以下のように語ったという。
　「あなたたちが崇拝するマルキの魂がどこにいるのか、私に言ってもらおう。
さぁ、言ってみなさい。いったいどこにいるのか。あなたたちが言いたくないな
ら、私がはっきりと言ってあげよう。子供たちよ、よく聴きなさい。あのミイラ
の魂は地獄にいるのだ。そして地獄の業火に焼かれているのだ。」
　マルキとは、インカ帝国民が信仰していた祖先の魂である。アベンダーニョ
は、非キリスト教徒である彼らが地獄にいると宣告する。さらに彼は次のように
子供たちに質問し、自ら答える。
　「さぁ、子供たちよ。私に言ってもらおう。スペイン人が福音をもたらす以前
にこの地に生まれた人々のうち、いったい何人が救われたのか。さぁ、いったい
何人が天国に行ったと言うのか─誰ひとりも。では、何人のインカ王が地獄に堕
ちたのか。─ひとり残らず。では何人の王妃が。─ひとり残らず。では何人の王
女が。─ひとり残らず。」（9）
　アベンダーニョの説教は、高利貸しを拷問にかけろと唆したシエナのベルナル
ディーノや、フィレンツェ市民の虚飾や虚栄を激しく糾弾したサヴォナローラの説
教のように恐ろしい。加えてそこには、ある種の優越感やサディスティックな響き
も感じられる。しかし、恐怖のみによって500年以上も一つの信仰を人々の心の中に
抱かせることは不可能である。反発や怒りにもかかわらず、宣教師たちの「魂の救
済」に対する情熱は、先住民たちに少なからず感化を与えていたと考えられる。
１－３：「殉教」への憧れ
　宣教師たちは、宗教改革後のカトリックの失地回復のため、あるいはこのまま
では異教徒として地獄に落ちてしまう先住民の「魂の救済」のために、新天地に
赴いた。しかしそれだけではない。彼らを動かしたもう一つの原動力は、個人的
な心の衝動、すなわち、「殉教」への憧れであった。信仰のために生命を犠牲に
することは最も崇高な行動であり、16世紀にもなお、これに憧れるものたちがい
た。しかしヨーロッパでは、殉教の可能性は、313年にコンステンティヌス帝が
キリスト教を公認して以来、失われてしまった。そして海外布教は、この殉教を
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実現する約1300年ぶりの「好機」を与えてくれたのである。
　多くの宣教師たちがこのように考え、進んで異教徒の地で殉教を遂げた。彼ら
の物語は、同僚たちの報告書によってヨーロッパに伝えられただけでなく、ビラ
やパンフレットで大々的に宣伝され、劇となって学校などで上演された。このよ
うに殉教事件は、聖職者のみならず民衆の関心をも引き付け、カトリック教会の
結束を高め、さらなる海外布教活動を促した。つまり、殉教への熱意に燃える宣
教師を再生産したのである（10）。
２．布教地におけるキリスト教美術の受容と変容
２－１：聖画像の到来と日本人画家の育成
　日本におけるキリシタン布教の記憶を伝える品物として、聖画像がある。キリ
スト教伝来当初は、日本に聖画像を描くことのできる画家などいなかったから、
聖画像は海外から持ち込まれた。聖画像といえば第一に教会の祭壇に掲げられた
大きなキリストの磔刑像や聖母子像を指すから、一体どのようにこうした聖画像
を日本に持ち込めたのかと思うことであろう。実は15世紀以降、ヨーロッパでは
携帯用の小型の祭壇画が普及しており、日本などの布教地に持ち込まれたのはそ
うした品物であった。この携帯用祭壇画は、日本で新たな発展を遂げる。すなわ
ち、祭壇画の周囲が日本の伝統的な蒔絵装飾で飾られた。こうした蒔絵装飾の祭
壇画は日本からヨーロッパに輸出されさえした（図１）。キリスト教布教をめぐ
るヨーロッパと日本の関係が一方通行的なものでは決してなく、双方向的であっ
たことを示す事例である。
　聖画像は「貧者の聖書」と
呼ばれ、古代ローマの時代か
ら、キリスト教布教の主要な
手段であった。聖書などの書
物は文字の読める学識者にし
か理解できないが、教会の壁
やステンドグラスに描かれた
画像は誰にでも聖書の内容を
伝えることができたからであ
る。ザビエルと並ぶ日本のキ
リスト教布教の立役者、ア
レッサンドロ・ヴァリニャー
ノも、日本におけるキリスト 図１．花鳥蒔絵螺細聖龕
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教の定着のためには、現地で聖画像を製作し、さ
らには日本人画家を養成することが不可欠と考え
た。これを受けて、1583年にポルトガル人画家
ジョヴァンニ・コーラ（ニコラオ）が来日、聖画
像の製作を主導するとともに、日本人画家を育成
した（11）。ヨーロッパの絵画技法を学んだ彼らは、
聖画像だけでなく、数年前に東京と神戸で公開さ
れた屏風絵『泰西王侯騎馬図屏風』のような世俗
的な作品も描いた（図２）（12）。現存する彼らの作
品は、和洋折衷的な雰囲気を醸し出している。
　こうした文化的な交流がもう少し長く続いたなら
ば、独特の芸術が花開いたかもしれない。しかし、
1614年に江戸幕府が禁教令を発すると、ニコラオ
はマカオへ追放された。彼とともに多くの日本人画
家も日本を離れ、この芸術の発展の芽はしぼんで
しまう。ニコラオとその弟子たちはマカオから中国
に入り、その地の聖画像の発展に貢献した。
　ニコラオの追放後、禁教体制のもとで、聖画像
は変容していく。キリストや聖母子をこれまでの
ように表現し、人前に晒すことは危険であった
が、潜伏するキリシタンたちは、彼らの信仰の拠
り所を必要とした。こうして、掛絵や納戸神と呼
ばれる日本独特の聖画像が生まれた（13）。例えば、
図３の掛け軸に描かれた女性と赤子は仏画のよう
だが、母親の足元の半円は三日月である。これ
は「ヨハネの黙示録」に登場する「太陽をまとう
女」、すなわち聖母マリアであり、したがって赤
子は幼子キリストである。また、図４の着物を着
て髷を結った男性は洗礼者ヨハネ、彼の側を流れ
る川はヨルダン川である。また、牡丹が描かれて
いるが、これは牡丹の花は実ができる前に花茎ご
と切り落としてしまうことから、踊り子サロメの
ために斬首されたヨハネの首を象徴しているとさ
れる。この牡丹の象徴は日本独特のもので、興味
深い。さらに図５の聖母子の下に描かれた二人の
図３．掛け絵「聖母子」
図２．泰西王侯騎馬図屏風
（アンリ4世）
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人物はロヨラとザビエルである（14）。この掛絵は、図６の聖画像を独特にアレンジ
したものとされる。
　一方、キリシタン禁制の後も日本に残ったニコラオの弟子たちは、生活のため
にも画業を続けていた。しかしすでに述べたように、彼らはもはや聖画像を描く
ことができないから、別の世俗的な絵画を描いた。こうした事情は、聖像の宗教
的意義を否定した宗教改革以降、聖画像を描けなくなってしまったヨーロッパ
の画家たちのそれとも相通ずる（15）。日本の画家たちの転身は、画法の差があま
りにも大きいため、ヨー
ロッパの同僚よりもずっ
と困難であったと考えら
れる。しかし、その分興
味深い作品が生み出され
た。例えば、図７は達磨
図、図８は文殊図である
が、西洋画的な雰囲気は
余りにも顕著である。
　以上の聖画像と画家た
ちをめぐる歴史は、グ
ローバリズムの時代にお
ける宗教のあり方を考え
るうえでも重要である。 図５．掛け絵「聖母子と二聖人」
図７．達磨図図６．聖母子と二聖人 図８．文殊図
図４．掛け絵「洗礼者ヨ
ハネ」
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すなわち日本人は、ヨーロッパからの影響にただ受け身で身を任せていたのでは
なく、それを独自の仕方で解釈し、状況に合わせて変容させるなど、能動的に関
与していた。図像資料から読み取れるこうした交流の双方向性と受け手の能動性
が、キリスト教と言う宗教が文化の枠を越えて受容され、今に至るまで影響を保
ち続けている主要な理由の一つだと考えられ
る。
２－２：アメリカ大陸の聖画像と先住民画家
　こうした受け手の側の能動性は、日本人より
も過酷な経験、すなわち軍事的な征服と強制的
な改宗という経験を強いられたアメリカ大陸の
インディオたちについても指摘することができ
る。日本におけるのと同様に、宣教師たちは聖
画像の現地での製作、先住民画家の育成の必要
性を認識することになる。こうして先住民画家
による聖画像の製作が行われるようになるのだ
が、その際に頻繁に描かれた人物は、サンチア
ゴ（聖ヤコブ）である（図９）。聖ヤコブはス
ペインの守護聖人であり、征服の象徴として、
白馬にまたがり、インディオを踏みつけ、蹴散
らしてゆく姿で描かれた。先住民にとっては屈
辱の場面以外の何物でもない。こんな画を描く
ことを、インディオ画家たちは強いられたので
ある（16）。
　征服者の信仰する神や聖人の姿を描き、彫
らなくてはならなかった先住民芸術家の怒り
や悲しみに思いを馳せずにはいられない─、と
思いきや、事態はそれほど単純ではないようで
ある。インディオたちにとって、征服者の神や
聖人の像を描き、彫刻することは、彼らが持ち
込んだ「力」の象徴、宗教的権威を我が物とす
る作業とも見なされた（17）。例えば、先住民の
彫刻家フランシスコ・ティト・ユパンギの聖母
像（図10）は、数々の奇跡を起こし、先住民か
らも多大の崇敬を集めることとなった。現在も
図９．インディオと聖ヤコブ
図10．コパカバーナの聖母
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この像のある町コパカバーナ（ボリビア）は、数
多くの巡礼を集める巡礼地となっている（18）。ま
た18世紀の作品「糸を紡ぐ少女の聖母」（図11）
は、ヨーロッパと先住民文化の混交をうかがわせ
る、特徴的な作品である（19）。インディオたちも、
日本人と同様に、ヨーロッパからの影響に受動的
に対峙しただけではなかった。こうした「征服者
に強制された宗教」という一言では片づけられな
いキリスト教の可能性こそが、中南米諸国がヨー
ロッパから政治的な独立を果たして久しい現在に
おいても、人々がキリスト教を信仰し続けている
原因であろう。
３．ヨーロッパへの影響：人間観の変容
３－１：インディオは人間か
　こうしたヨーロッパ世界と非ヨーロッパ世界の邂逅は、ヨーロッパの側にも
様々な影響を及ぼした。歴史家ヤーコプ・ブルクハルトが「人間と世界の発見」
の時代と呼んだこの時代（20）、アメリカ大陸やアジアにおける宣教師たちの経験
は、「世界の発見」については言うまでもなく、「人間の発見」にも大きな影響を
与えた。
　中世ヨーロッパの世界観と人間観において、ヨーロッパの外の世界には、彼ら
に馴染みの人間とは異なる、異形のものたちが存在していた。例えば、マルコ・
ポーロ『東方見聞録』には、彼が訪れたアジアに存在するという、犬の頭を持つ
人間、腹に顔のある人間、巨大な一本足を持ち、跳ねるように移動する人間など
が報告されている。しかし、実際にアジアやアメリカ大陸を訪れた航海者や宣教
師が出会ったのは、肌の色の異なる、しかし胴体に二本ずつの手足と一つの頭を
備えた人間（らしき）存在であった。ここからヨーロッパ、特にスペインの大学
教授や聖職者たちの間で、大論争が巻き起こることになる。先住民、特にスペイ
ンの征服地であるアメリカ大陸のインディオは人間なのか獣なのか、彼らは理性
を備えているのか野蛮なのか、彼らとヨーロッパ人は対等なのか、彼らは生まれ
ながらの奴隷なのか─、こうした、現在からみれば「自明」の、しかし当時とし
ては彼らの世界観と人間観を根底から揺さぶるような疑問が矢継ぎ早に提起さ
れ、フワン・ヒネス・デ・セプルベダ、フランシスコ・デ・ビトリア、そしてバ
ルトロメオ・ラス・カサスらによって、活発な議論が展開された。
図11．糸を紡ぐ少女の聖母
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　アリストテレス主義者セプルベタは、アリストテレスの「先天的奴隷説」を引
き合いに出し、ヨーロッパ人のインディオに対する優越性を主張した（21）。アリ
ストテレスは、彼の時代のギリシアの都市国家社会の現状を踏まえ、人間を「主
人」と「奴隷」の二種類に分類して論じた。古代ギリシアについての社会論を別
の時代に適応させることなど時代錯誤以外の何物でもないという気がするが、当
時アリストテレスの権威は非常に大きかったのである。またセプルベタは、当時
普及していたとされる「人喰い」（カニバリズム）の慣行を引き合いに出して、
インディオは野蛮で獣的な存在であると結論付けて、彼の主張を補強した。さら
に、インディオをキリスト教に改宗させるためには戦争も合法的で、むしろ有意
義な方法であるとも論じた。
　これに対し、ドミニコ会士ラス・カサスは、アリストテレスは「地獄で業火に
焼かれている異教徒であり、キリスト教の真理に合致している場合のほかは、わ
れわれが彼の教義に従う必要など何もない」と述べて─後年彼はアリストテレス
に対してより多くの敬意を払うようになるが─彼の先天的奴隷説の有効性を否定
するとともに、インディオに対する戦争はいかなる理由に基づくものであれ邪悪
であると主張した（22）。さらにサラマンカ大学の神学教授ビトリアは、インディ
オは、ヨーロッパ人には理解困難な仕方であれ、一定の行動規範にしたがって行
動していることを主張し、整備された政治組織や、物々交換や婚姻の慣習などの
経済、社会のシステムを有していることを明らかにした。彼にとってインディ
オは、不健全な魂の持ち主であるどころか、ヨーロッパ人と同じ理性的な動物
であった（23）。現在では、インディオが人間であること、さらには人類の自由と
平等が普遍的に与えられていることは否定しがたい。しかし、500年前の世界は
違った。むしろ我々にとって自明な世界観や人間観は、正にこの時代のヨーロッ
パ世界と非ヨーロッパ世界の邂逅と、両者の相互的な交流を通じて確立されたの
である。
３－２：ヴァリニャーノと天正遣欧使節
　日本人もまた、ヨーロッパ人の人間観に対する衝撃であった。ザビエルが日本
人の知性や態度を高く評価したことは良く知られているが、彼の後に来日し、彼
と並ぶ日本布教の立役者となった巡察師ヴァリニャーノも、日本人に対する好意
的な評価を残している。すなわち彼は、イエズス会総会長メルクリアンに宛てた
書簡の中で、日本人は「才能に恵まれた頼もしい民族です。さまざまな悪習にも
染まっておりません。生活は質素そのもので、暴食などしません。洗礼を受けれ
ば、精神的な価値に目覚めることでしょう」と記しているし、1577年の巡察報告
書でも、「人々は皆肌が白く、洗練されており、しかも極めて礼儀正しい。その
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ため他のあらゆる人種に勝っている」、「日本人は生まれつき非常に優れた能力の
持ち主である」などと記している（24）。
　こうした評価を背景として、ヴァリニャーノは日本で、後に批判されることに
なる「適応政策」を推し進めていく（25）。適応政策とは、ヨーロッパ側の風習や
規則を無理やり押し付けるのではなく、相手のそれに対応して柔軟に適用してい
こうとする政策である。例えば服装について、ヨーロッパではイエズス会士をは
じめとする修道士たちは、質素で貧しい身なりをしていることが推奨された。彼
らがキリスト教の「清貧」の教えを実践している証拠と見なされたからである。
しかし日本では、宣教師たちは上質の布地で織られた衣類を身につけることにし
た。日本人は、粗末な身なりをしている僧侶を、多くのお布施を得ることのでき
ない、したがって尊敬に値しない聖職者と見なしたからである。
　彼の日本での活動の集大成が、1582年の天正遣欧使節の派遣である。彼は日本
を離れるにあたり、ヴァリニャーノは伊東マンショ、千々石ミゲル、原マルチ
ノ、中浦ジュリアンという四人の少年たちを、ヨーロッパに伴った（26）。ヴァリ
ニャーノ自身はインドのゴアで少年たちと別れたが、少年たちは1584年にリスボ
ンに到着し、約２年間ヨーロッパに滞在した。彼らはスペイン、イタリアをはじ
めとする各地で大歓迎を受け、スペイン国王フェリペ２世、さらには先述のよう
にローマ教皇グレゴリウス13世に謁見した。また、ローマ滞在中に教皇が死去し
たため、後任を選出する選挙、コンクラーベにも居合わせている。彼らに対する
ヨーロッパ人の関心の高さは、図12に示した新聞からも明らかである。この新聞
の発行地はドイツのアウクスブルクであり、したがって少年たちの情報が、彼ら
の滞在地から遠いドイツにある、人口的にはプロテスタントが多数派を占める都
市にまで詳細に伝えられたこ
とを示している。
　この使節団の派遣の目的に
ついて、ヴァリニャーノ自身
は、1583年12月12日の書簡にお
いて、以下のように記してい
る。
　「少年たちが、ポルトガルと
ローマにおける旅行中に追求
すべき目標は二つある。その一
つは、世俗的にも精神的にも、
日本が必要とする救援の手段
を獲得することであり、他の 図12．天正遣欧使節について報じる新聞
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一つは、日本人に対し、キリスト教の栄光と偉大さ、この教えを信仰する君主と
諸侯の威厳、われらの諸王国ならびに諸都市の広大にして富裕なること、さらに
われらの宗教がその間に享受する名誉と威厳を知らしめることである。しかして
これらの日本人少年たちは、帰国の後、目撃証人として、また有資格者として、
自らの見聞を語り得るであろう。かくてこそ、われわれの諸事にふさわしい信用
と権威を日本人に示し得るのである。事実日本人は今までそれらを見たことがな
く、それゆえ今なおそれを信じ得ず、彼らのうち多くの者は従来なにも解らぬま
ま、われらは母国で貧しく身分も低い者で、それがために天国のことを説くを口
実として、日本で財をなすために来ているのだと考えているが、かくてこそ彼ら
は司祭たちが日本に赴く目的が何たるかを理解するに至るのである。」（27）
　ここに示されたヴァリニャーノのヨーロッパ中心主義的な意識を見逃すことは
できない。日本人の能力を高く評価し、適応主義を推し進めた彼も、魂の征服者
であった。やがて彼は、次第に日本人に幻滅し、「稀に見るほど偽善に満ちた不
誠実な民族」と酷評することになる。さらに彼は、日本の仏教徒が南無阿弥陀
仏を唱えれば救われると思っていることを引き合いに出し、日本人の宗教意識
を、「信仰のみ」の義認説を奉ずるルター主義者のそれと同一視する。彼によれ
ば「日本人が信仰を正当化する考え方は、ルター派の信奉者そっくり」であるか
ら、「こんなキリスト教徒を増やすくらいなら、キリスト教徒などいない方がま
し」である（28）。この後彼の関心は中国大陸に向かっていく。ヴァリニャーノが
結局果たすことができなかった中国布教は、弟子のマテオ・リッチによって実現
される。
　ヴァリニャーノの日本人に対する失望を、我々は遺憾とするべきではないだろ
う。彼の期待も努力も失望も、宣教師としての情熱の所産であった。そしてヨー
ロッパ人の「日本人の発見」を促し、深化させたのである。
おわりに
　以上、グローバリズムの時代における宗教のあり方を考える手がかりとして、
ヨーロッパがグローバル化の主役となった16世紀における、キリスト教布教につ
いて述べた。その成果をまとめるならば、以下のようになるであろう。
　この時期にキリスト教は、非ヨーロッパ世界にも普及し、深く根付いた。この
結果として、現在も22億人のキリスト教徒が、日本や中南米を含む全世界に存在
している。この成功の原因を、ここでは三点指摘することができる。第一に、新
しい世界にキリスト教を広め、定着させた宣教師たちの情熱である。彼らはしば
しば「魂の征服者」として、先住民との間に対立を引き起こしながらも、宗教改
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革以降のカトリック教会の「失地回復」のために努力した。ヨーロッパ世界の現
状に対する絶望にも促され、彼らは先住民たちの「魂の救済」を心から願い、異
国での殉教も厭わない、ばかりかそれを望みさえしながら、布教活動を推し進め
た。こうした宣教師の熱意は、先住民たちの心に強い印象を残し、キリスト教に
反感を持つ者にさえ、信仰に対する関心を呼び起こしたであろう。
　第二に、宗教美術の重要性である。「貧者の聖書」と呼ばれた聖画像や彫刻は、
非ヨーロッパ世界における布教活動でも大活躍した。ヨーロッパ伝来の宗教美術
は、日本や中南米の伝統とも結びついて独自の発展を遂げ、先住民の利害関心に
も基づいて、彼等に積極的に受け入れられた。こうした美術が、彼らの信仰を育
み、迫害に抗して信仰を維持するための拠り所となった。
　第三に、ヨーロッパ人の側も、新世界の先住民との接触を通じて変容した。こ
のことは現地で活動した宣教師たちに顕著である。インディオや日本人たちとの
交流を通じて、ヨーロッパ人たちの世界観や人間観は、意識的にせよ無意識的に
せよ、大きく変容し、世界と人間に対する理解は深化した。16世紀のキリスト教
布教は、ヨーロッパ人宣教師の先住民に対する一方的な行為ではなく、双方向的
なコミュニケーション行為であった。冒頭の「偶像崇拝に打ち勝つ信仰」像の戦
闘的なイメージにもかかわらず、キリスト教会は400年前から「他者」との「対
話」を志向してきた。この過程を通じて、宣教師たちは「他者」を変容させ、彼
らを受け入れるとともに、自らも変容し、「他者」に受け入れられてきたのであ
る。こうした信仰をめぐる対話の伝統が、グローバリズムの時代と言われる現代
においても、キリスト教という宗教の地盤を支えているのである。
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